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令和４年度 校内研究推進について 
 

１ 研究テーマ 

 

 
 

 

２ 本年度の研究の内容 

 

 

 

基礎学力を身に付け、豊かに表現できる児童の育成 
～誰もが話してみたい・聴いてみたい授業を目指して～ 

 

【提案事項】 

 

 授業内における主体的・対話的で深い学び  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元を貫く主体的・対話的で深い学び  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業外（家庭学習・休憩時間・チャレンジタイム等を活用して）  

インタビュータイムの継続と改変を行う。（友だちとの対話） 

導入 

【教材との対話】 

（課題設定の工夫） 

・一人学び 

・which型課題 

・丸ごと読みｼｰﾄ 

 

【主体的な学び】 

ゴールが分かる 

 

展開 

【友だちとの対話】 

 

・ペア・ｸﾞﾙｰﾌﾟ対話 

・みんな学び（検証） 

 

 

【主体的な学び】 

方法が分かる 
 

終末 

【自分との対話】 

（まとめの書かせ方） 

・まとめ・ふり返り 

・思考の深まり 

・本時の変容 

 

【主体的な学び】 

今の自分が分かる 
 

 
第一次 

【単元計画】 

･解決したい課題をもつ 

・単元の見通しをもつ 

・丸ごと読みシート 

ゴールが分かる 

 

第二次 

【読み取り活動】 

対話的な学びを通して 

解決したい謎を解く 

（丸ごと読みシート） 

方法が分かる 

 

第三次 

【言語活動】 

・言語活動の実施と交流 

・単元全体のふり返り 

（丸ごと読みシート） 

今の自分が分かる 
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３ 研究組織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員会議 

  校長・教頭 

  全体研修会 

 研修推進委員会 

 

 授業研究  
＜研究の効果を検証する＞ 

【リーダー】学年主担 

【メンバー】各学年 

【内容】 

・国語科・道徳を中心に授業研究を行う。 

・他教科にも授業研究を広げる。 

・各学年で教材研究や事前検討、事後研究を行

う。 

 

【研究授業】 

◎全校研究授業（国語科・道徳） 

・国語科（２年・４年・６年） 

・道徳 （１年・３年・５年） 

 学年で話し合いのもと決定する。 

 

 

◎学年研究授業（全教科） 

・国語科・道徳の授業以外の教科で実施しても

よい。 

・研究主題に基づいた授業を波及させる。 

 

◎自主的研究授業（全教科・略案可） 

 学年を中心に授業研究を行う。 

 

◎特別支援教育の研究 

 特別な支援を要する児童についての具体的な

事例、配慮、指導等について研究していく。 

みどり・わかば・ひまわり・たんぽぽ・なの

はな学級の授業を全校研として公開し、在籍

児童の理解を図る 
 
◎専科の研究授業 

 専科の教科における言語活動の充実、対話を

取り入れた授業の在り方について研究してい

く。 

  

 

職員研修部会 
＜研究の土台をつくる＞ 

【研修主担当】 
【リーダー】各部会のリーダー 

【メンバー】各学年の部会担当 

【部会】 

①国語部会 

 

 

・丸ごと読みシートの普及 

・まとめの書かせ方の工夫 

②道徳部会 

  

 

 

・道徳の授業の模索 

③基礎学力部会 

 

 

 
・読み・書き・計算・インタビュータイムの基

礎学力を効果的に高める取組を提案する。 

（チャレンジタイム） 

・学校、教室内の環境整備 

・言語環境を整える。 

・家庭学習の取組 

④GIGA部会 

 

 

 

・タブレットの操作技術の向上 

・授業でのタブレットの効果的な使用の模索 

話してみたい聴いてみたい授業での 

IT端末の使用 

話してみたくなる聴いてみたくなる授業改善 

話してみたい聴いてみたい授業を 

可能にする基礎学力の向上改善 

スキルアップ研修 
 

研修名 期間 内容 

マンツーマン研修 普段の放課後等 今悩んでいること知りたいこと 

授業参観交流 交流週間 授業交流 
 

共に生き合う子の育成のために、一人一人が

考えを出し、対話する授業づくり 


